
【重点施策】市内展示施設のネットワーク化の実現

　市として進めている湯沢駅周辺複合施設
の整備において、湯沢市の歴史文化を総合
的に知り、体験でき、資料の収蔵や調査研
究機能も付加した新たな展示施設「セン
ター拠点」の設置を進めます。また、市内
に分散して所在する既存の４施設は、それ
ぞれが専門性を備えた展示にリニューア
ルし、「サテライト拠点」の役割を与
えます。センター拠点とサテライト拠
点は相互の連携を図ります。周遊性
をもった学習・観光拠点ともな
る、市内５か所からなるネット
ワーク型の総合的展示施設の実現
に向けて重点的に取り組みます。 

主な措置(具体的内容)

第４章、第５章より

新展示施設(センター拠点)と既存展示施設(サテライト拠点)のコンセプト案と展示イメージ
湯沢市の文化財・歴史文化・自然科学を融合する「展示施設」

計画作成の目的と期間

湯沢市文化財保存活用地域計画
ぶ ん か ざ い ほ ぞ ん か つ よ う ち い き け い か く

生かす
い

伝える
つた

守る
まも

湯沢の たからもの (歴史文化の資産)

　人口減少・少子高齢化が急激に進んでいる状況は、湯沢市におい
ても同様です。そのため、地域に残る文化財の保存・継承は、困難
になってきている現状にあります。 
　郷土の誇りとも言える貴重な地域の宝(文化財)の滅失・流出を防ぎ、
次代へ伝え残し、さらには、それらを地域の活性化へと役立ててい
くため、地域住民・民間・行政とが協働で取り組む必要があります。 
　本計画書は、文化財保護法(平成31年)の改正や秋田県文化財保存
活用大綱を受け、地域と行政が一体となり総がかりで文化財の保存
と活用に関する施策の実践や、情報の共有を図っていくために作成
するものです。 
　計画の期間は、令和３年度から令和７年度までの５か年としてい
ます。 
　計画の対象となる文化財には、指定・登録文化財のほか、下の図
のように、地域にとって歴史的に大切な全ての「もの」や「こと」
が含まれています。 実施体制のイメージ図

数値で見る市の文化財

指定等 
区分 指　定 登録・記録 計

国 2 19 21

県 20 1 21

市 127 127

計 149 20 169

指定・登録(記録)文化財

未指定文化財（把握済み）
　これまで964件の未指定文化財を
把握しています。今後も情報提供を
受けながら、把握調査や詳細調査を
進めていきます。

概要版

第８章より

第２章より

序章より

建造物・美術工芸品 等

演劇、音楽、工芸技術 等

民俗資料
風俗慣習、民俗芸能、民俗技術 等

遺跡、名勝地、動物・植物 等

有形文化財

無形文化財

民俗文化財

記念物

文化的景観 伝統的建造物群

文化財保護法における「文化財」

埋蔵文化財文化財の保存技術

七夕絵どうろうまつり
犬っこまつり

稲庭うどん

川連漆器

伝説 小野小町・能恵姫 等

湯沢市文化財保存活用地域計画（地域計画）の「文化財」とは

小安峡大噴湯

　歴史上、芸術上、学術上、鑑賞上価値の高
い、人々の生活の理解のために必要な、文化的
に生み出され、作り出されたすべてをいう。

未指定の「文化財」(例)

事業

優先度

財政

措置

文化財

担当

他部署

担当

駅周辺複合施設への機能導入
湯沢駅周辺複合施設における新たなセン
ター拠点の展示機能導入を進める。

○ ○企画課 ☆

サテライト拠点毎の特色ある展
示・改修の検討

各拠点の特色を生かした差別化を図り、学
びの深化となる展示と改修計画による改修の
検討

◎
○観光・

ジオパー

ク推進課
□ □ ☆ ○

サテライト拠点間を周遊できる
仕組みづくり

企画展の連携等、サテライト拠点間を移動し
て学べる仕組み作成

○
○観光・

ジオパー

ク推進課
☆

施設間の誘導と周遊の仕組み
構築

交通二次アクセス等と連携し、施設間の周遊
性を図る。

○
○観光・

ジオパー

ク推進課
☆

Ｒ
５
Ｒ
６
Ｒ
７

次

期

以

降
	〇	事業主体	(◎主が文化財担当)

	□	事業支援・協力
☆優先度1

◎優先度2

○優先度3

□事業

　	継続中

○：有

（内、

国：国 庫補

助

県：県補助）

計画期間

行政 所有者・

保 護 団

体

市民・民間・

学校・団体・

企業等

Ｒ
３
Ｒ
４

措置の名称 措置の内容

事業主体 事業期間(年度)

Ｒ
８
!

湯沢駅周辺
複合施設

歴史資料
展示機能
センター拠点

サテライト拠点

院内銀山 
異人館

新展示施設(センター拠点)と既存展示施設(サテライト拠点)のコンセプト案と展示イメージ

湯沢市の文化財・歴史文化・自然科学を融合する「展示施設」

サテライト拠点

サテライト拠点

稲 庭 城

サテライト拠点

雄勝郡会議事堂 
記念館

サテライト拠点

郷土学習資料 
展示施設 

(ジオスタ☆ 
　　　ゆざわ)

：文化財(現地保存) 
：文化財(優品・要保存環境) 
：移　動 

各収蔵場所からのながれ
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：文化財（現地保存）
：文化財（優品・要保存環境）
：移動

各収蔵場所からのながれ
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ឋᎋӞ૰ע

主に観光客をターゲ
ットに、歴史と伝統産
業を楽しく紹介した
博物館。
令和元年8月リニュー
アルオープン。

主に観光客、地域住民
をターゲットに、東洋一
を誇った銀山の歴史を
紹介し、坑道ジオラマ
などで当時の様子を
再現した博物館。

主に観光客、地域住民
をターゲットに、県内の
代表的な明治時代の洋
風官衙建築物を活かし、
その歴史を紹介した
博物館。

主に地域の児童・生徒
をターゲットに、
考古資料、ジオパーク
関連資料、民俗資料の
体験学習ができる
博物館。

　主に観光客をターゲット
に、歴史と伝統産業を楽し
く紹介した展示施設
　令和元年８月リニューアル
オープン

稲庭城 中世歴史展示施設
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ឋᎋӞ૰ע

主に観光客をターゲ
ットに、歴史と伝統産
業を楽しく紹介した
博物館。
令和元年8月リニュー
アルオープン。

主に観光客、地域住民
をターゲットに、東洋一
を誇った銀山の歴史を
紹介し、坑道ジオラマ
などで当時の様子を
再現した博物館。

主に観光客、地域住民
をターゲットに、県内の
代表的な明治時代の洋
風官衙建築物を活かし、
その歴史を紹介した
博物館。

主に地域の児童・生徒
をターゲットに、
考古資料、ジオパーク
関連資料、民俗資料の
体験学習ができる
博物館。

　主に地域の児童・生徒
をターゲットに、考古資
料・ジオパーク関連資
料・民俗資料の体験学習
ができる展示施設

郷土学習資料展示施設
(ジオスタ☆ゆざわ) 地質考古展示施設
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主に観光客をターゲ
ットに、歴史と伝統産
業を楽しく紹介した
博物館。
令和元年8月リニュー
アルオープン。

主に観光客、地域住民
をターゲットに、東洋一
を誇った銀山の歴史を
紹介し、坑道ジオラマ
などで当時の様子を
再現した博物館。

主に観光客、地域住民
をターゲットに、県内の
代表的な明治時代の洋
風官衙建築物を活かし、
その歴史を紹介した
博物館。

主に地域の児童・生徒
をターゲットに、
考古資料、ジオパーク
関連資料、民俗資料の
体験学習ができる
博物館。

　主に観光客、地域住民を
ターゲットに、県内の代表
的な明治時代の洋風官衙建
築物を生かし、その歴史を
紹介した展示施設

雄勝郡会議事堂記念館 テーマ展示施設
(建築展示施設)

※ 川連漆器類の伝承・展示は川連漆器伝統工芸館においても行われています。
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主に観光客をターゲ
ットに、歴史と伝統産
業を楽しく紹介した
博物館。
令和元年8月リニュー
アルオープン。

主に観光客、地域住民
をターゲットに、東洋一
を誇った銀山の歴史を
紹介し、坑道ジオラマ
などで当時の様子を
再現した博物館。

主に観光客、地域住民
をターゲットに、県内の
代表的な明治時代の洋
風官衙建築物を活かし、
その歴史を紹介した
博物館。

主に地域の児童・生徒
をターゲットに、
考古資料、ジオパーク
関連資料、民俗資料の
体験学習ができる
博物館。

　主に観光客、地域住民を
ターゲットに、東洋一を誇っ
た銀山の歴史を紹介し、坑道
ジオラマなどで当時の様子を
再現した展示施設

院内銀山異人館 鉱山文化展示施設

湯沢駅周辺
複合施設

歴史資料
展示機能
センター拠点

サテライト拠点

院内銀山 
異人館

新展示施設(センター拠点)と既存展示施設(サテライト拠点)のコンセプト案と展示イメージ

湯沢市の文化財・歴史文化・自然科学を融合する「展示施設」

サテライト拠点

サテライト拠点

稲 庭 城

サテライト拠点

雄勝郡会議事堂 
記念館

サテライト拠点

郷土学習資料 
展示施設 

(ジオスタ☆ 
　　　ゆざわ)

：文化財(現地保存) 
：文化財(優品・要保存環境) 
：移　動 

各収蔵場所からのながれ
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主に観光客をターゲ
ットに、歴史と伝統産
業を楽しく紹介した
博物館。
令和元年8月リニュー
アルオープン。

主に観光客、地域住民
をターゲットに、東洋一
を誇った銀山の歴史を
紹介し、坑道ジオラマ
などで当時の様子を
再現した博物館。

主に観光客、地域住民
をターゲットに、県内の
代表的な明治時代の洋
風官衙建築物を活かし、
その歴史を紹介した
博物館。

主に地域の児童・生徒
をターゲットに、
考古資料、ジオパーク
関連資料、民俗資料の
体験学習ができる
博物館。

　主に観光客をターゲット
に、歴史と伝統産業を楽し
く紹介した展示施設
　令和元年８月リニューアル
オープン

稲庭城 中世歴史展示施設
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主に観光客をターゲ
ットに、歴史と伝統産
業を楽しく紹介した
博物館。
令和元年8月リニュー
アルオープン。

主に観光客、地域住民
をターゲットに、東洋一
を誇った銀山の歴史を
紹介し、坑道ジオラマ
などで当時の様子を
再現した博物館。

主に観光客、地域住民
をターゲットに、県内の
代表的な明治時代の洋
風官衙建築物を活かし、
その歴史を紹介した
博物館。

主に地域の児童・生徒
をターゲットに、
考古資料、ジオパーク
関連資料、民俗資料の
体験学習ができる
博物館。

　主に地域の児童・生徒
をターゲットに、考古資
料・ジオパーク関連資
料・民俗資料の体験学習
ができる展示施設

郷土学習資料展示施設
(ジオスタ☆ゆざわ) 地質考古展示施設
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ឋᎋӞ૰ע

主に観光客をターゲ
ットに、歴史と伝統産
業を楽しく紹介した
博物館。
令和元年8月リニュー
アルオープン。

主に観光客、地域住民
をターゲットに、東洋一
を誇った銀山の歴史を
紹介し、坑道ジオラマ
などで当時の様子を
再現した博物館。

主に観光客、地域住民
をターゲットに、県内の
代表的な明治時代の洋
風官衙建築物を活かし、
その歴史を紹介した
博物館。

主に地域の児童・生徒
をターゲットに、
考古資料、ジオパーク
関連資料、民俗資料の
体験学習ができる
博物館。

　主に観光客、地域住民を
ターゲットに、県内の代表
的な明治時代の洋風官衙建
築物を生かし、その歴史を
紹介した展示施設

雄勝郡会議事堂記念館 テーマ展示施設
(建築展示施設)

※ 川連漆器類の伝承・展示は川連漆器伝統工芸館においても行われています。
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ឋᎋӞ૰ע

主に観光客をターゲ
ットに、歴史と伝統産
業を楽しく紹介した
博物館。
令和元年8月リニュー
アルオープン。

主に観光客、地域住民
をターゲットに、東洋一
を誇った銀山の歴史を
紹介し、坑道ジオラマ
などで当時の様子を
再現した博物館。

主に観光客、地域住民
をターゲットに、県内の
代表的な明治時代の洋
風官衙建築物を活かし、
その歴史を紹介した
博物館。

主に地域の児童・生徒
をターゲットに、
考古資料、ジオパーク
関連資料、民俗資料の
体験学習ができる
博物館。

　主に観光客、地域住民を
ターゲットに、東洋一を誇っ
た銀山の歴史を紹介し、坑道
ジオラマなどで当時の様子を
再現した展示施設

院内銀山異人館 鉱山文化展示施設

令和3年12月17日(金)　文化庁長官認定

文化財保存活用
アドバイザリー
施策推進に関する
指導・助言

地　域 
（住民・学校）

＜各種市民組織＞ 
・文化財保護協会 
・観光団体 
・商工団体 
・ジオパーク推進協議会 
・観光ガイドの会

＜学校＞ 
・市内小学校 
・市内中学校 
・市内高等学校 

地域づくり 
協議会 

文化財 
所有者等

市民研究員

国（文化庁） 
秋田県

報
告
・
相
談
・ 

申
請

指
導
・
支
援

行　政

外部連携先
県立博物館 学術 

専門家
他地域 
博物館等 周辺 

自治体

情
報
発
信 

調
査
研
究
協
力

専
門
的 

支
援

協働による
施策実施

湯沢市

情報の周知・
公開事業等
への支援

湯沢市文化財 
保存活用地域 
計画推進協議会 

(仮称)



 

文化財の一体的・総合的な保存と活用

把握調査
・研究 資料管理 保存・継承 情報の

公開・発信 教育普及市内展示施設
のネットワー
ク化の実現

! 市中心部に市全体の
歴史を一体的に学ぶ
ことのできる新たな
展示機能の整備 

! 既存展示施設(サテ
ライト拠点)の統括
的結節点となる新た
な展示施設(セン
ター拠点)の整備と
収蔵・調査研究機能
の付加の検討 

重点施策

基　本　方　針

将　来　像

湯沢市の文化財の保存と活用に関する
将来像・基本的方向性・基本方針

基 本 的 方 向 性

基　本　施　策

① ②

いで湯の
宝庫“湯沢”、
地熱のまち
“ゆざわ”

関連文化財群による保存と活用の展開

「文化財を維持・継承し恵まれた資産を生かし、生き生きと
　笑顔とともに暮らし続けたいと思う場所」であり続けるまち

　自分たちの住んでいる場所の歴史文化を知り、学び、体験し、
大切に維持継承しながら、文化財を一体的・総合的に保存活用
し、その魅力をみんなで発信できるまちへ

歴史文化の
次代への確実な
維持・継承

郷土への誇り・
愛着の醸成と
魅力の発信

祈りの
カタチと
くらし

街道と産業
の発達

院内銀山
の繁栄

!文化財の価値や魅力を
市民みんなで後世に伝
え、内外へ発信する仕
組み 

!市民の地域学習機会の
拡充 

!市民からの情報収集、
保存・活用に係るニー
ズ把握 

!学校・社会教育との連
携及び教員と学芸員協
力体制による教育普及
活動の実践 

!地域活性化につなげる
地域・商工・観光と連
携した事業の実施 

!文化財情報の周知及び
案内板・説明板の整備 

!「佐竹南家御日記翻刻
事業」完了の早期化

!市全体の歴史やその価
値・魅力を十分にわか
りやすく伝える情報の
公開・発信 

!資料整理・調査研究の
成果に基づく文化財情
報の発信や企画展・イ
ベント等による展示施
設の活性化 

! 既存展示施設の展示方針等、特徴づけ
を明確にした有機的な連携・活用 

!文化財の指定等、積極
的な保存活動及び評
価・価値づけ等文化財
を理解するための方策
検討 

!行政・地域一体での文
化財の見守り体制の構
築 

!国・県・市補助金や民
間助成活用等、所有
者・保存団体への直
接・間接的支援 

!所有者等、市民からの
情報収集・相談体制の
整備 

!伝統芸能保存団体維持
や無形民俗文化財の保
存・継承活動への支援 

! 市全体で文化財の保
存・継承を図る体制の
整備

!明確な収集方針のもと
での市収蔵資料管理 

!収蔵資料整理とデータ
ベース化 

!収蔵資料保存環境の早
急な改善 

!適切な収蔵・調査研究
機能構築に向けた体制
と施設の検討 

!文化財の保存・活用に
必須な文化財情報の把
握・蓄積・分析を適切
に行うための方針に則
した調査の実施 

!計画・継続的な調査の
実施により文化財の価
値を見出し、調査結果
の整理やデータベース
化による情報の蓄積 

!歴史的建造物や伝統行
事、記念物等、人口減
少や自然環境の変化で
滅失のおそれがある文
化財の把握調査 

!調査結果成果について
刊行物等による活用・
情報発信・内外機関と
の連携 

!調査研究活動の方針・
体制の確立や市民研究
員制度導入の検討 

歴史文化の特徴
祈りのカタチとくらしいで湯の宝庫“湯沢”、地熱のまち“ゆざわ” 街道と産業の発達 院内銀山の繁栄

湯沢市の歴史文化の特徴を４つのテーマでストーリーにし、文化財を一体的に捉え保存活用を進めます。

把握調査・研究

資料管理 市収蔵資料管理の適正・集約化を進めます。

保存・継承

　基本施策の、主な実施内容は、次のとおりです。

情報の公開・発信

教育普及

主な措置(具体的な実施内容)について 付記　＜事業優先度について＞ 
☆優先度１：計画認定後、優先して取り組む事項　　　　◯優先度３：中長期的に実施する事項 
◎優先度２：計画期間内に事業の完了もしくは　　　　　□事業継続中：現在実施中の事業 
　　　　　　継続実施を可能とすることを目指す事項 

　市内全域には、過去からの火山活動が生み出した豊かな自然や、人々の
営みを体感できる見どころが存在しています。 
　奈良時代に発見された県最古の温泉地「秋の宮温泉郷」、その荒湯で形

あら ゆ

成された鮞状珪石は、地元ではブリコ石と呼ばれ、国内では、希少な岩石
じじょうけいせき

として、高く評価されています。 
　湯治場として江戸時代から続く「小安峡温泉」では、現在、温泉熱をハ

おや す

ウス栽培や乳製品の低温殺菌、乾燥野
菜、乾燥果物の製造等や地元学生の新商
品開発にも活用しています。 
　さらに市は、自然環境との調和を図り
ながら、温泉や地熱発電等、地熱資源の
活用を積極的に進め、地熱のまち“ゆざ
わ”を内外に発信しています。地熱は、
現代の私たちの暮らしに欠かせない資源
となってきています。 

　豊かな自然のもと、市内各地域・各年代において様々な信仰があり、
くらしの中でどのような祈りをささげてきたのかを歴史から垣間見ること
ができます。縄文時代の土偶からは豊穣や安産、中世・近世の仏教文化や
祭礼からは無病息災や五穀豊穣など、いつの時代も暮らしの安寧が祈られ

あんねい

ていたことが見て取れます。 
　伝統芸能の「関口ささら舞」や修験との関

しゅげん

わりを持つ「役内番楽」「板戸番楽」は、今
やくない い た ど

も受け継がれています。 
　小正月行事の「犬っこまつり」も盗難除
け、無病息災、豊作を祈るものです。 
　また、小野寺氏や佐竹氏など、為政者が宗
教的権威を通じて支配基盤を強化しようとし
た姿もうかがい知ることができます。 

　中世、長きにわたり小野寺氏がこの地を支配してきました。他勢力をけ
ん制するため多くの城が造られ、今も城跡が残っています。湯沢城址は公
園となり市民に親しまれています。 
　江戸時代、湯沢の所預として、佐竹氏がこの地を支配しました。城の麓

ところあずかり

に住居と役所を兼ねた御屋敷を構え、町割を行い
給人町の形を整えました。城を囲むように広がる
きゅうにんまち

街並みは、今も城下町の面影が残っています。「七
夕絵どうろうまつり」は佐竹南家ゆかりの祭りと

さ た けみなみけ

して市を特色づけるものです。鉄道奥羽線開通まで
は「人は街道」「荷物は船」と言われ物資の輸送
には雄物川を往来する川船が使われました。「湯

かわぶね

沢」の名のとおりの潤沢な温泉のほか、鉱山資源
と豪雪がもたらす豊かな水が農業や酒造りなどの
地場産業に結び付き、人々が文化を形成してきま
した。 

　院内銀山は、慶長11(1606)年に村山宗兵衛らによって発見されたといわ
むらやまそ う べ え

れ、開坑当初から石見・生野の銀山とともに日本三大銀山と称されまし
い わ み い く の

た。 
　一帯には、旧方式による採掘形態を伝える早房坑、唯一の鉱夫の出入り

はやぶさこう

口であり明治天皇御巡幸の際の見学坑道でもあった御幸坑、銀山の総鎮守
ご じゅんこう み ゆ きこう そうちんじゅ

として藩主の尊崇の厚かった金山神
そんすう かなやま

社、石垣に銀山の鉱滓が使われた旧
こうさい

院内尋常高等小学校等があります。 
　さらに樺山発電所は明治33(1900)

かばやま

年、院内銀山に電気を供給するため
に建設され、秋田県内に現存する最
も古い水力発電所です。 

市内の文化財の把握調査や研究を加速させます。 知的好奇心を満たす展示等、情報を公開・発信します。

文化財を活用した学習プログラムやイベント等により周知を図ります。

文化財の保存にかかわる人を増やし、継承へと繋げます。

小安峡大噴湯
だいふんとう

「懸仏（阿弥陀如来）」	
かけぼとけ

県指定有形文化財	
「一里塚」	

県指定史跡	

「旧院内銀山跡（御幸坑）」	

県指定史跡	

第４章より

第３章、第６章より

第５章より

事業

優先度

財政

措置

文化財

担当

他部署

担当

組織横断的な人材の養成 市民や観光客へ案内ができる人材の養成 ○
○観光・

ジオパー

ク推進課
□ ◎ ○

国登録文化財の一般公開等イベントの実
施

◎ □ □ □ ○

市内の国登録文化財等、歴史的建造物を
巡る歴史探訪の実施

◎ □ □ □ ○

「地元を描こう!!スケッチワークショップ」イベ
ントの実施

◎ □ □ □ ○

若者向けワークショップ・イベント等の開催 ◎ □ □ ○ ○

学習プログラムの構築
児童生徒が歴史文化を体験活動等により
親しめる学習プログラムを学芸員と教員が
連携して作成する。

○ ○教育部 □ ○ ☆ ○

学校・社会教育連携事業

（講座・ワークショップ・イベント）の開催 小中学生の遺跡発掘体験 ◎ □教育部 □ ○ ○

インバウンド等への対応
通信環境や多言語対応等、インバウンドを
含めた観光客への配慮・対応

◎
○観光・

ジオパー

ク推進課
○

○
国

文化財コラムの市広報への定期的な掲載 ◎
□協働事

業推進課 ◎

文化財保存活用地域計画概要版の全戸配布 ◎ ◎ ○

案内板等の現況調査の実施
統一した仕様による案内板整備に向けて現
況や土地貸借等の調査による台帳整備

○
○観光・

ジオパー

ク推進課
◎

案内板の整備
統一した仕様による誘導案内板を道路等
の主要箇所に設置する。

○
○観光・

ジオパー

ク推進課
◎ ○

佐竹南家御日記翻刻事業
公開に向けた事業早期化の検討

翻刻データ公開に向けた事業早期化の検討 ◎ □ □
○

国

佐竹南家御日記翻刻事業
解読者の養成

古文書初心者解読講座・ワークショップの開催 ◎ ◎
○

国

　

周知機会の拡充

Ｒ
７
R8

歴史的建造物の活用

所有者・

保 護 団

体

市民・民

間・学

校・団

体・企業

等

Ｒ
３
Ｒ
４
Ｒ
５
Ｒ
６

措置の名称 措置の内容

事業主体 事業期間(年度)
次

期

以

降
	〇	事業主体	(◎主が文化財担当)

	□	事業支援・協力
☆優先度1

◎優先度2

○優先度3

□事業

　	継続中

○：有

（内、

国：国庫

補助

県：県補

助）

計画期間

行政

～

事業

優先度

財政

措置

文化財

担当

他部署

担当

湯沢雄勝地域の歴史的経過を自然環境の
変遷の展示(理化学的視点)

◎
○観光・

ジオパー

ク推進課
☆ ○

原始時代から現代までの通史と湯沢市を特
徴づけるテーマ展示(史実的視点)

◎
□観光・

ジオパー

ク推進課
☆ ○

国宝や重文の展示等、市民が国の文化財
（名品）を観覧する機会の提供

◎ ☆
○
国

現代ニーズに則した展示検討
VR・ARの活用、音声ガイダンス・多言語化
等の整備検討

○
○観光・

ジオパー

ク推進課
☆

○
国

県指定文化財「旧雄勝郡会議事堂」での文
化財展の開催

◎ □

院内銀山異人館での「院内銀山の歴史」を
学ぶ企画展の開催

◎ □ ○

稲庭城での「中世小野寺氏」や地域の偉人
に関する企画展の開催

〇
○観光・

ジオパー

ク推進課
□ ○

郷土学習資料展示施設の常設展の拡充 ○
○観光・

ジオパー

ク推進課
□

措置の名称 措置の内容

事業主体 事業期間(年度)

Ｒ
５
Ｒ
６
Ｒ
７

市民の学習意欲に応える内容
の展示

既存展示施設の特徴を生かし
た文化財展等の開催

次

期

以

降
	〇	事業主体	(◎主が文化財担当)

	□	事業支援・協力
☆優先度1

◎優先度2

○優先度3

□事業

　	継続中

○：有

（内、

国：国 庫補

助

県：県補助）

計画期間

行政 所有者・

保 護 団

体

市民・民間・

学校・団体・

企業等

Ｒ
３
Ｒ
４

Ｒ
８
!

事業

優先度

財政

措置

文化財

担当

他部署

担当

近現代の歴史的建造物の把握
調査

現存する近代以降の建造物の把握・地域分
布調査の実施

◎ □ □ ◎ ○

「湯ノ原の一里塚」、「赤塚白山神社のシダレ
ザクラ」樹勢回復への緊急支援

◎ ○ □ □ ○

希少動植物(イバラトミヨ、キヌガサソウ等)の
調査と回復に向けた措置の検討

○
○観光・

ジオパー

ク推進課
□ ○ ○

先覚者の調査
市に関連する歴史上の人物に関する、文献
や聞き取り調査の実施

◎ □

新たな文化財情報の収集・確認
調査

市民に広く情報提供を求め、未だ地域に眠
る新たな文化財の発見と調査の実施

◎ □ □ ◎

市民研究員制度の導入
個々のテーマに沿った調査研究活動を資料
館の内外で実施する市民研究員制度の導
入による調査研究活動の裾野拡大

◎
□観光・

ジオパー

ク推進課
□ ○

Ｒ
６
Ｒ
７

記念物等の回復調査

行政 所有者・

保 護 団

体

市民・民間・

学校・団体・

企業等

Ｒ
３
Ｒ
４
Ｒ
５

措置の名称 措置の内容

事業主体 事業期間(年度)
次

期

以

降
	〇	事業主体	(◎主が文化財担当)

	□	事業支援・協力
☆優先度1

◎優先度2

○優先度3

□事業

　	継続中

○：有

（内、

国：国 庫補

助

県：県補助）

計画期間

Ｒ
８
!

事業

優先度

財政

措置

文化財

担当

他部署

担当

市収蔵資料の収集保存管理基
準の作成

文化財の価値・評価、保管場所等一定の基
準を作成する有識者会議の開催

◎ ☆ ○

市収蔵資料の計画的集約化
新たな資料保存先の環境整備と、段階的な
に集約化を実施する。

◎ ☆ ○

収蔵・調査研究機能拠点設置
学芸員等の人材を含めた体制構築と合わせた適切な
資料保存環境のもと調査研究ができる拠点の検討

◎ ◎

Ｒ
７

☆優先度1

◎優先度2

○優先度3

□事業

　	継続中

○：有

（内、

国：国 庫補

助

県：県補助）

計画期間

行政 所有者・

保 護 団

体

市民・民間・

学校・団体・

企業等

Ｒ
３
Ｒ
４
Ｒ
５
Ｒ
６

措置の名称 措置の内容

事業主体 事業期間(年度)
次

期

以

降
	〇	事業主体	(◎主が文化財担当)

	□	事業支援・協力

Ｒ
８
!

事業

優先度

財政

措置

文化財

担当

他部署

担当

文化財の指定・登録等の推進
調査による価値づけが明確な文化財の指
定・登録を進める。

◎ □ □ ○

文化財の見守り活動事業
地域の人材を活用し、文化財の見守り活動
を進める。（文化財保護協会等）

○ □ ○ ◎

保存に関わる人口の増加を図
る

湯沢凧、しん粉細工、七夕絵どうろう等、伝
統の保存・継承を、地域の内外から人を募っ
て進める仕組みづくり

○
○観光・

ジオパー

ク推進課
○ ○

○
国

創作活動の中核を担う市民・市
民団体の育成及び連携

湯沢凧、七夕絵どうろう等、伝統の創作者の
養成

○観光・

ジオパー

ク推進課
○ ○

○
国

市庁内関係課所の連携体制の整備 ○ ○全庁 ☆

地域・商工・観光・行政の連携体制の整備 ○ ○全庁 ○ ☆

文化財保存活用アドバイザリー
機能の設置

専門的な見地と豊富な経験・実績に基づき、
本計画の実施を指導助言するアドバイザリー
機能の設置

◎ ☆ ○

Ｒ
７

計画推進の実施体制の構築

☆優先度1

◎優先度2

○優先度3

□事業

　	継続中

○：有

（内、

国：国 庫補

助

県：県補助）

計画期間

行政 所有者・

保 護 団

体

市民・民間・

学校・団体・

企業等

Ｒ
３
Ｒ
４
Ｒ
５
Ｒ
６

措置の名称 措置の内容

事業主体 事業期間(年度)
次

期

以

降
	〇	事業主体	(◎主が文化財担当)

	□	事業支援・協力

Ｒ
８
!


